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人 と ネ ッ ト ワ ー ク
トランスナショナリティ研究流動性と閉鎖性のダイナミズム
文:編集部



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人 と ネ ッ ト ワ ー ク
音楽 は なにを描 くか









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社 会 にひ らか れた対 詣の 知


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「研 究集合 」へ向けての実験的試 みとして、若 手
の研 究者による定例研 究会 が豊中と吹田で交 互 に
開かれており、現 在はメンバーそれぞれの研究を順 次
紹介 している段 階です。予め提 出されたディスカッショ
ン ・ペーパーに対し、全 員がネット上のフォー ラムヘコ
メントを投稿 、問題 点を共有 した上 で実 際の議 論 に
臨みます。 お互いに専 門の全 く異なるメンバーが会し
ての自由な討 論では、方 法論の違 い等 をめぐって分
野 間に反 発も生 じますが、 むしろこの衝 突から発 して




2004年1月 に 「インターフェイス の 人 文 学 」2002・

















2004年に開 催 された主 なイ












。 、回 。.ツ.。 。,.クラフツ運 動 史 国際 会、義
生 活と美をひとつのもの としてとらえる。 本誌17ペ ージ参照
第1回 ～第6回..,.F
MCE(モダニズムと中東 欧の=匹 竃 術 ・文 化)研 究 会
芸術のジャンルと言語 ・民族の境界をこえる
,,..ジとしての 、日 。 、」研究 部 会 第1回
メディアがおりなす 〈文化 〉のイメージ
,,..ジとしての 、,本 、」研 究。.,シ。ップ 第 、回






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「インターフェイスの人文 学」も、はや3年 目に入 りました。
これからはいわば後半 戦、新 しい人文学 研究の具体 的な姿を提 示 してい
かなけれ ばなりません。 巻頭 の 「研究 集合」宣 言は、そのためのマニフェスト
としてお読み ください。
藤田治 彦先生 にアドバ イスをいただいた特 集 「モノの人文学」、ベ テラン
編 集者の石 川泰子 さんの応 援 をいただいての研究 クシレー プ取 材や若 手インタ
ビューなどをとおして、雑誌づ くりの楽 しみに夢 中になっているうち季節 は移 り、
キャンパスはいつの まにかセミしぐれです。(M)
大阪 大学21世紀COEプ ロ グラム
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